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Ｑ
．
農
家
戸
数
が
減
り
町
道
・
道
道
・

国
道
の
全
て
の
道
路
側
溝
も
含
め
用

排
水
管
理
が
大
変
だ
。
改
良
区
総
代

会
で
指
摘
し
た
が
、
管
理
し
て
く
れ

な
い
方
が
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

個
人
が
す
べ
き
範
囲
は
ど
こ
ま
で

な
の
か
、
行
政
と
し
て
今
後
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
道
路
側
溝
の
破
損
等
に
つ
い
て

は
補
修
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
側

溝
堆
積
土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
は
予

算
の
範
囲
内
で
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．
町
債
残
高
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

公
共
施
設
の
再
配
置
も
あ
り
財
政
が

厳
し
い
よ
う
だ
。
ひ
ま
わ
り
の
里
の

入
場
料
等
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
基
本
計
画
で
は
、
入
場
者
か
ら

も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
様
々
な
機
会
で
議
論

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
の
里
の
来
年
以
降
の

基
本
計
画
に
つ
い
て
議
会
や
町
民
に

対
し
て
説
明
が
あ
る
と
思
う
が
、
い

つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
今
月
、
議
会
・
ま
ち
づ
く
り

等
調
査
特
別
委
員
会
に
説
明
し
、
関

係
団
体
と
協
議
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

展
望
台
建
設
は
進
め
て
欲
し
い
と

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
資
材
高
騰
も

あ
り
建
設
時
期
や
内
容
に
つ
い
て
、

全
体
の
事
業
と
勘
案
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
園
等
の
送
迎
バ
ス
で
置
き

去
り
の
事
故
が
あ
っ
た
が
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
は
安
全
装
置
は
設
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
．
小
学
校
以
下
の
保
育
園
等
の
送

迎
バ
ス
並
び
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
お

け
る
安
全
装
置
の
設
置
助
成
と
し

て
、
国
の
補
助
要
綱
が
今
後
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。
当
補
助
金
の
活
用
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
新
年
度
の
設
置

に
向
け
検
討
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
桜
岡
の
公
営
住
宅
の
建
設
予
定

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
現
在
、
桜
岡
公
営
住
宅
Ｃ
棟
を

建
設
中
で
あ
り
２
月
末
に
完
成
予
定

で
す
。
来
年
度
は
Ｃ
棟
の
隣
に
単
身

者
向
け
住
宅
、
平
屋
１
棟
４
戸
を
建

設
予
定
で
す
。

Ｑ
．
５
年
間
水
張
り
が
な
い
田
に
関

し
て
は
転
作
奨
励
金
の
削
減
が
知
ら

さ
れ
て
い
る
。

　

転
作
奨
励
金
が
当
た
ら
な
い
所
を

個
人
の
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
町

と
し
て
守
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を

問
い
た
い
。
農
業
団
体
と
論
議
す
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
は
土
地
評
価
、
改
良
区
は

水
利
権
の
問
題
、
農
水
省
は
畑
地
化

に
よ
り
管
理
費
を
低
減
す
る
狙
い
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
後
ス
マ
ー
ト

農
業
が
進
み
営
農
形
態
が
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
北
竜
町
農

業
全
体
の
方
向
性
を
各
関
係
団
体
と

も
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

国
か
ら
の
情
報
も
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
農
業
振
興
協
議
会
や

再
生
協
議
会
で
Ｊ
Ａ
や
改
良
区
と
一

体
と
な
っ
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
旧
Ａ
コ
ー
プ
跡
地
に
は
建
物
を

建
て
る
の
か
。

Ａ
．
ベ
ン
チ
や
樹
木
や
芝
生
が
あ
る

休
め
る
憩
い
の
場
所
を
想
定
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
協

議
し
て
参
り
ま
す
。

町
行
政
懇
談
会

開
催
報
告

　

町
で
は
「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か

ら
、
町
民
の
意
見
・
要
望
を
町
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
令
和
４
年
11
月
11
日
に
町
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
、
41
人
の
町
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



3 令和５年２月号

投票日　２月２８日(火）
　　　　　　　投票時間　：　午前７時から午後６時まで
　　　　　　　投 票 所　：　北竜町公民館講堂
　　　　　　　開票時間　：　午後７時から
　　　　　　　開票場所　：　北竜町公民館大ホール

■投票できる方
　　北竜町で投票できる方は、次の基準により北竜町選挙人名簿に登録されている方です。

　　・平成１７年３月１日以前に生まれた方（ただし、満１８歳に達するまでは、期日前投票はできません）

　　・令和４年１１月２１日以前に転入され、引き続き３ヶ月以上在住の方

■期日前投票及び不在者投票
　　投票日に投票所に行けない方は、期日前投票又は不在者投票ができます。

　　手続きは入場券を持参され、所定の用紙に住所、氏名を記入し、該当項目を○印するだけです。また、

　入院等で投票所に行けない方は不在者投票が出来ますので選挙管理委員会へお問い合わせください。

　　　■期日前投票　　２月２３日(木)から２月２７日(月)まで

　　　　　　　　　　　時間　午前８時３０分～午後８時

　　　　　　　　　　　場所　すこやかセンター　１階　介護相談室

　　　■不在者投票　　２月２７日(月)までに届くよう、

　　　　　　　　　　　必ず簡易書留または速達郵便にて送り返してください。

■投票者送迎バス運行（下記のとおり投票所までの無料送迎バスを運行いたします）

《美葉牛・碧水方面》 《三谷方面》

北竜町議会議員選挙

停留所 往路時刻
永井宅前 　９：４４
阿部宅前 　９：４８
中村(広 )宅前 　９：４９
石川宅前 　９：５０
林宅前 　９：５２
細川商店前 　９：５４
吉田宅前 　９：５６
山田宅前 　９：５７
奥美葉牛 １０：００
３線入口 １０：０２
板垣宅前 １０：０３
美葉牛入口 １０：１０
植松(春 )宅前 １０：１１
岩村 １０：１２
一の沢入口 １０：１３
清雲寺 １０：１４
生きがいセンター前 １０：１５
碧水市街 １０：１６
南碧水 １０：１８
共栄 １０：１９
サンフラワーパーク前 １０：２０
北竜中学校 １０：２１
桜岡 １０：２３
公民館前 １０：２５

停留所 復路時刻
公民館前 １０：４５
桜岡 １０：４６
北竜中学校 １０：４９
サンフラワーパーク前 １０：５０
共栄 １０：５１
南碧水 １０：５２
碧水市街 １０：５４
生きがいセンター前 １０：５５
清雲寺 １０：５６
一の沢入口 １０：５７
岩村 １０：５８
植松(春 )宅前 １１：００
美葉牛入口 １１：０１
永井宅前 １１：０２
阿部宅前 １１：０６
中村 (広 )宅前 １１：０７
石川宅前 １１：０８
林宅前 １１：１０
細川商店前 １１：１１
吉田宅前 １１：１３
山田宅前 １１：１４
奥美葉牛 １１：１７
３線入口 １１：１９
板垣宅前 １１：２０

停留所 往路時刻
中恵岱別 ８：００
桂沢 ８：０３
三谷 ８：０８
いちい団地Ｂ棟前 ８：１５
公民館前 ８：１７

停留所 復路時刻
公民館前 ８：４０
いちい団地Ｂ棟前 ８：４２
三谷 ８：４７
桂沢 ８：５２
中恵岱別 ８：５５
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３町うまいっしょグランプリ

にて北竜町が２冠

　１２月１９日に雨竜・北竜・沼田の３町と、きたそ

らち・北いぶきの両農協でつくる３町営農改善推進協

議会が、米・そば・日本酒の１番おいしい町を決める「３

町うまいっしょグランプリ」を北竜町で開催しました。

　会場では３町の米・そば・日本酒が町名を伏せて提供

され、各町長や農協関係者、空知農業改良普及センタ

ーの職員など計３０名による試食・投票により、米と

日本酒の２部門で北竜町がグランプリを獲得しました。

令和５年

北竜消防出初式

　１月１０日、北竜町農村環境改善センターにて、令

和５年北竜消防出初式が開催されました。

　出初式は、中山団長による挨拶に始まり、観閲式、

佐野町長による年頭の言葉の後、無火災による団体表

彰並びに団員への永年勤続表彰、退職消防団員への感

謝状と記念品の贈呈が行われました。

　地域おこし協力隊の中野千晶さんと西島保秀さんは、北竜

町の特産品を使ったメニュー開発をしています。

　最初のメニューは昨夏ひまわり観光センターで販売して

好評だった「トマトそば」です。年末年始のご馳走で疲れた

皆様の胃腸を優しく癒してくれますよ。是非お試しください。

・そば：一人前　　　・トマト：１ヶ
・きざみのり：少々

《材料：１人分》 ①Aを全て鍋に入れ、一度沸かして冷ます。

②トマトを湯むきしてから２㎝角にカットする。

③冷めたつゆにカットしたトマトを入れて一晩

　寝かせる。

④長ネギを斜めに薄く切る。

⑤サラダチキンを手でほぐす。

⑥Bを混ぜる。

⑦そばを湯がいて水で締める。

⑧そばに③のトマトつゆを

　かけて、Bを乗せ、きざみ

　のりをかけて出来上がり。

《作り方》●トマトそば

左：中野千晶さん　右：西島保秀さん

地域おこし協力隊員発信
ほくりゅうレシピ Vol.1

・水：240cc
・顆粒だし：大さじ１
・醤油：大さじ２
・みりん：大さじ２

・酒：大さじ２
・砂糖：小さじ２
・塩：ふたつかみ

・長ネギ：1/2本
・サラダチキン（蒸し鶏）：40g
・白ごま：少々

Ａ

Ｂ
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　令和４年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

４７２，３６８円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力く

ださいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２３日に民生委員のご協力を

いただき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございました

ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円）

各町内会 １７３，２５０ 北竜町保護司 ４，０００ 北竜町商工会互助会 ２，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 北竜町人権擁護委員 ３，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００

北竜町三役 １８，０００ 福士村 １０，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 ９，０００

北竜土地改良区役員 ８，０００ ダチョウクラブ １０，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

北竜町農民協議会 ５，０００ 福祉センター １８，２７４
ＪＡきたそらち北竜支所

職員親睦会
５，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 真竜小学校児童会・教師 ３，２５５
ＪＡきたそらち青年部

北竜支部
５，０００

北竜町教育委員 ４，０００ 北竜中学校生徒会・教師 ９，５１５
ＪＡきたそらち女性部

北竜支部
５，０００

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ８７，５７４

北竜町農業委員 ５，０００ 北竜町土地改良区親交会 ５，０００ 合計 ４７２，３６８

真竜小学校児童会・教師から

北竜町日赤奉仕団街頭募金（和） 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水）

北竜中学校生徒会・教師から
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議会広報委員会Ｎｏ．３８０

　

12
月
８
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
５
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

北
島
議
員

　

昨
年
は
米
価
下
落
に
よ
る
農
業

者
支
援
策
と
し
て
即
時
、
玄
米
バ

ラ
施
設
利
用
料
助
成
を
行
っ
た

が
、
本
年
は
燃
油
高
騰
や
肥
料
を

含
む
生
産
資
材
費
の
上
昇
な
ど
、

農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
る
中
、
町
と
し
て

何
か
支
援
策
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

国
は
肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
一

部
を
、
北
海
道
は
化
学
肥
料
購
入

費
に
対
す
る
助
成
を
進
め
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
近
隣
市
町
の

動
向
を
踏
ま
え
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
策
を

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

尾
﨑
議
員

　

現
在
の
新
規
就
農
者
の
取
り
組

み
は
充
実
し
た
取
り
組
み
内
容
に

な
っ
て
い
る
か
。

 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
や
戦

争
な
ど
が
要
因
で
燃
料
費
や
資
材

費
の
高
騰
な
ど
重
圧
が
か
か
っ
て

い
る
中
、

・
新
規
就
農
者
に
対
し
て
農
業
経

営
を
町
は
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
で
就

農
を
勧
め
て
い
く
の
か
。

・
現
在
の
具
体
的
な
国
や
道
の
支

援
状
況
と
町
の
対
策
は
。

　

農
地
や
空
き
住
宅
の
情
報
提
供

は
、
も
っ
と
行
政
が
踏
み
込
ん
で

明
確
な
発
信
の
元
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
離
農
調
査
や
居
住

予
定
等
、
全
町
挙
げ
て
の
情
報
提

供
に
協
力
を
要
請
す
べ
き
と
思

北
島
議
員

　

一
つ
の
検
討
案
と
し
て
農
業
者

が
使
用
す
る
免
税
軽
油
へ
の
助
成

を
提
案
し
た
い
。
免
税
軽
油
は
経

営
規
模
に
よ
り
許
可
数
量
が
決
定

さ
れ
公
平
性
が
高
く
、
使
用
数
量

も
Ｊ
Ａ
が
把
握
し
て
お
り
集
計
事

務
も
安
易
に
行
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

前
よ
り
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
約
40

円
値
上
が
り
し
て
お
り
、
使
用
総

量
に
対
し
10
円
の
補
助
で
約
４
０

０
万
円
、
40
円
な
ら
ば
約
１
６
０

０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る

が
、
特
産
品
の
殆
ど
を
農
産
物
が

占
め
る
我
が
町
に
と
っ
て
、
捻
出

可
能
な
金
額
で
あ
る
。
こ
の
案
も

含
め
必
要
と
さ
れ
る
支
援
策
の
早

急
な
検
討
を
要
望
す
る
。

う
。
土
地
の
経
緯
や
条
件
、
人
間

関
係
等
、
流
れ
を
持
た
な
い
移
住

者
に
は
す
べ
て
が
後
手
に
回
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
理

事
者
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

佐
野
町
長

　

農
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
独
立

経
営
が
出
来
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
自
己
資
金
や
農
地
、
資
材
等
の

経
費
を
個
々
の
経
営
規
模
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
就
農
に
向
け
た
相

談
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
具
体
的

支
援
は
国
及
び
道
の
制
度
と
し
て

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

を
活
用
し
、
研
修
時
に
は
「
就
農

準
備
資
金
」
就
農
後
に
は
「
経
営

開
始
資
金
」
の
交
付
、
町
の
支
援

は
研
修
時
に
住
宅
家
賃
１
／
２
助

佐
野
町
長

　

現
在
、
肥
料
や
飼
料
、
燃
油
な

ど
の
高
騰
対
策
と
し
て
国
の
２
次

補
正
予
算
が
採
決
さ
れ
間
も
な
く

各
自
治
体
に
臨
時
交
付
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら

も
含
め
た
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

北
島
議
員

悪
化
す
る
経
済
状
況
下
に
お

け
る
農
業
者
支
援
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

新
規
就
農
受
け
入
れ
の

備
え
に
つ
い
て
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成
等
、
就
農
後
は
農
地
の
賃
借
料

や
農
地
の
取
得
に
対
す
る
助
成
等

を
行
っ
て
い
る
。
農
地
や
空
き
住

宅
の
情
報
提
供
、
離
農
調
査
に
つ

い
て
も
各
担
当
課
と
情
報
提
供
を

行
い
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　

就
農
に
係
る
相
談
か
ら
研
修
・

就
農
後
ま
で
、
専
任
の
集
落
支
援

員
を
中
心
に
細
か
な
相
談
も
可
能

な
限
り
対
応
す
る
よ
う
配
慮
し
て

お
り
、
今
後
も
更
に
充
実
し
た
内

容
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

こ
の
と
こ
ろ
の
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
厳
し
く
、
新
規
で
始
め

よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
何
を
目
指

し
、
受
け
入
れ
る
側
も
ど
う
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
が
悩
ま
し
い
。

　

近
頃
は
近
隣
で
稲
作
新
規
の
受

け
入
れ
を
や
め
て
い
る
市
町
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
北
竜
町

は
稲
作
に
も
是
非
力
を
入
れ
て
欲

し
い
が
、
来
年
度
の
離
農
予
定
件

数
や
、
空
き
住
宅
の
登
録
状
況
と

軒
数
は
何
処
に
訊
い
た
ら
い
い
の

か
。

　

ハ
ウ
ス
助
成
に
つ
い
て
、
果
菜

は
農
協
50
％
、
町
30
％
、
自
己
負

担
が
20
％
と
大
変
助
か
っ
て
い
る

が
、
稲
作
は
農
協
助
成
が
な
く
そ

の
差
が
大
き
い
。資
材
高
騰
の
折
、

中
古
で
も
情
報
が
あ
る
と
あ
り
が

た
く
思
う
。

佐
野
町
長

　

来
年
度
の
離
農
予
定
件
数
は
Ｊ

Ａ
で
、
ま
た
空
き
住
宅
の
登
録
状

況
等
は
企
画
振
興
課
、
地
域
か
ら

の
情
報
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
整
理
し
て
資
料
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ハ
ウ
ス
助
成

に
つ
い
て
も
メ
ロ
ン
農
家
の
減
少

で
生
産
が
足
り
な
く
な
っ
た
経
緯

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
何
が

出
来
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
農
相
談
も
農
業
人
フ
ェ
ア
に
農

業
委
員
会
や
生
産
組
合
か
ら
も
積

極
的
に
参
加
し
な
が
ら
、
ひ
ま
わ

り
と
農
業
の
町
北
竜
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

中
村
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

が
開
始
さ
れ
間
も
な
く
７
年
が
経

過
す
る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
時

間
外
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
お

い
て
も
窓
口
を
開
設
し
、
現
在
は

希
望
者
に
は
各
戸
訪
問
も
実
施
し

て
い
る
。
町
独
自
に
商
品
券
の
発

行
も
し
て
努
力
し
て
き
た
。

　

現
況
に
お
い
て
の
、
発
行
状
況

及
び
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た

い
。　
　
　
　
　

佐
野
町
長

　

国
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
平
成
27

年
度
よ
り
制
度
が
始
ま
り
、
翌
年

か
ら
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ

た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本

人
確
認
の
身
分
証
明
書
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
、
保

険
証
と
し
て
の
利
用
、
さ
ら
に
運

転
免
許
証
と
の
一
体
化
も
検
討
さ

れ
て
お
り
利
活
用
の
範
囲
が
広
が

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
の

サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
様
々
な
形
で

の
カ
ー
ド
申
請
対
策
を
行
っ
て
き

た
。
11
月
末
に
お
い
て
の
申
請
者

数
は
、
１
，
１
８
７
人
で
あ
り
人

口
比
69
．
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
道
で
も
三
番
目
の
交
付
率
と
な

っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
状
況
に

つ
い
て
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明

だ
が
、
国
全
体
で
は
約
56
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

率
53
．
９
％
以
上
で
交
付
金
を
交

付
す
る
と
い
う
報
道
も
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
様
々
な
形
で
普
及
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
村
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

が
進
ま
な
か
っ
た
一
因
と
し
て

は
、
情
報
漏
洩
の
心
配
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
広
報
12
月

号
で
安
全
性
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
今
回
は
、
69
．
３
％
で

空
知
管
内
で
は
ト
ッ
プ
、
全
道
で

も
三
番
目
の
普
及
率
と
の
こ
と

で
、
担
当
者
の
努
力
と
町
民
の
協

力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
も
の
と
思

う
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対

象
期
間
が
９
月
か
ら
12
月
に
延
長

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
年
代
別
の
普
及
率
が

わ
か
れ
ば
お
教
え
願
い
た
い
。

細
川
課
長

　

期
限
が
伸
び
た
こ
と
は
国
の
方

針
で
あ
る
。
年
代
別
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
若
い
人
の
ほ
う
が
多

い
と
思
う
。

中
村
議
員

　

未
成
年
者
の
申
請
も
か
な
り
あ

る
と
聞
く
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
方
法
に
は
色
々
あ
る
が
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
も
町
内
で
消
費
さ
れ

れ
ば
よ
い
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
請
に
は
当
初
の
決
済
カ
ー
ド
で

な
け
れ
ば
、
保
険
証
・
振
込
口
座

の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
な
い
の

か
。

細
川
課
長

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
カ
ー
ド
を

指
定
で
き
る
。

中
村
議
員

　

年
内
の
申
請
拡
大
と
、
２
月
期

限
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
に

つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し

い
。

中
村
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
に
つ
い
て
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藤
井
議
員

　

町
内
で
も
鹿
に
よ
る
車
両
事
故

が
起
き
て
い
る
。
北
海
道
全
体
で

鹿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
は
増
え
て
い

る
と
思
う
が
、
農
作
物
の
被
害
だ

け
で
な
く
人
身
事
故
な
ど
も
予
想

さ
れ
対
策
を
お
願
い
し
て
い
た

が
、
駆
除
又
は
動
物
飛
び
出
し
看

板
の
設
置
な
ど
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
、
又
現
在
の
猟
銃
の
所
有
者

は
何
人
い
て
、
年
代
別
の
構
成
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
10
年
後

20
年
後
は
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

佐
野
町
長

　

本
町
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
に
関

す
る
交
通
事
故
発
生
状
況
（
重
傷

の
み
計
上
）
は
、
令
和
３
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
が
３
件
、
令
和
４

年
１
月
か
ら
11
月
末
ま
で
は
０
件

で
あ
っ
た
。

　

国
道
、道
道
に
設
置
さ
れ
た「
鹿

注
意
の
標
識
看
板
」
は
、
雨
竜
に

向
か
う
恵
岱
別
橋
手
前
付
近
、
反

対
車
線
は
熊
見
坂
付
近
（
雨
竜

松
永
議
員

　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
検
討

の
中
で
、
小
中
学
校
併
合
の
話
が

あ
る
が
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
財
源
調
整
や
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
あ
り
確
定
で
は
な
い
が
、
令
和

９
年
度
に
校
舎
と
体
育
館
の
建
て

替
え
を
完
了
す
る
予
定
で
い
る
。

松
永
議
員

　

先
日
、
ま
ち
づ
く
等
調
査
特
別

委
員
会
で
ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望

台
基
本
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
頃
建
設
予

定
な
の
か
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
関
す
る
保
守
点
検
費
用
や
展

望
台
の
管
理
費
は
ど
の
様
に
捻
出

す
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

特
別
委
員
会
で
報
告
し
た
と
お

り
令
和
６
年
度
に
建
設
し
、
維
持

管
理
費
や
運
営
に
関
す
る
人
件
費

町
）、
そ
し
て
北
竜
ひ
ま
わ
り
イ

ン
タ
ー
手
前
の
両
車
線
に
設
置
し

て
い
る
。

　

猟
銃
の
町
内
の
保
有
者
に
つ
い

て
は
、現
在
６
名
の
方
が
保
有
し
、

平
均
年
齢
が
59
．
６
歳
で
あ
る
。

年
代
別
に
は
、
70
代
が
１
名
、
60

代
が
３
名
、
50
代
が
１
名
、
30
代

が
１
名
で
20
年
後
に
は
70
代
以
上

が
５
名
、
50
代
が
１
名
と
な
る
。

　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
に
も
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
11
月
ま
で
の
捕
獲
数
39
頭

中
、
銃
器
に
よ
る
捕
獲
は
20
頭
。

　

町
と
し
て
も
、
有
害
鳥
獣
対
策

の
将
来
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、

有
資
格
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

は
展
望
台
の
入
場
料
で
賄
う
予
定

で
あ
る
が
、
世
界
経
済
の
先
行
き

が
不
透
明
な
中
、
よ
り
計
画
的
且

つ
慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要
で
あ

り
、
早
急
な
取
り
組
み
は
困
難
だ

と
思
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

　

維
持
管
理
に
必
要
な
入
場
料
は

い
く
ら
に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

ま
だ
、
具
体
的
な
金
額
の
設
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

里
全
体
の
運
営
も
含
め
検
討
委
員

会
や
議
会
、
関
係
団
体
等
と
協
議

し
決
定
し
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に

つ
い
て

松
永
議
員

令
和
５
年
度
重
要
政
策

に
つ
い
て【

１
月
】

１
日
…
各
神
社
元
旦
祭

６
日
…
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
の

集
い

７
日
…
20
歳
を
祝
う
会

10
日
…
北
竜
消
防
出
初
め
式

11
日
…
北
竜
町
商
工
会
新
年
交
礼

会
並
び
に
優
良
勤
続
者
表
彰
式

16
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役

員
会

17
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

20
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
第
１

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会

23
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
議
会
等
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

27
日
…
団
体
長
会
議

【
２
月
】

２
～
３
日
…
第
２
回
空
知
町
村
議

会
議
長
会
総
会

15
日
…
北
海
道
議
長
会
理
事
会

21
日
…
北
海
道
監
査
委
員
協
議
会

定
例
大
会

28
日
…
令
和
５
年
第
１
回
中
・
北

空
知
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
議
会

定
例
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
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い
よ
い
よ
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
の
時
期
と
な
っ
た
。
３
年
前
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
去
年
、
一
昨
年
そ
し
て
、

今
年
は
つ
ど
ー
む
会
場
開
催
中
止

で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。
収
束

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
が
、

な
か
な
か
治
ま
ら
な
い
。

 

色
々
な
団
体
の
行
う
イ
ベ
ン
ト

が
様
々
な
形
に
代
わ
っ
て
開
催
さ

れ
て
来
た
。
感
染
が
主
催
者
側
の

責
任
が
問
わ
れ
る
の
か
。
個
人
責

任
と
な
る
の
か
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
よ
う
な
扱
い
に
な
れ
ば
、
経

済
は
回
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、

お
年
寄
り
や
疾
病
保
持
者
な
ど
死

亡
率
が
ま
だ
高
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
が
広
が
る
前
の
状
態
に
早
く

戻
っ
て
欲
し
い
。
３
月
は
卒
業
式

シ
ー
ズ
ン
で
、
年
度
の
終
わ
り
を

迎
え
る
。
未
来
に
向
け
、
一
歩
前

に
進
め
る
世
の
中
を
期
待
す
る
。

               

（
藤
井 

雅
仁
）

　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひ、ご利用ください。

必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行いませんので

ご注意ください。

●マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

●オンラインで転出届を提出できるようになりました

●マイナポイント事業について

【日時】２月２０日（月）～ 午後７時　　　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

　令和５年２月６日から、転出届についてマイナ

ポータルを通じたオンラインでの届出が可能にな

りました。このサービスを利用する方は、転出に

あたり役場への来庁が原則不要になります。

　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持

ちの方で、日本国内での引越しをする方がご利用

　最大２万円分のマイナポイントを受け取るため

に必要なマイナンバーカードの申請期限が令和５

年２月末までに延長されました。まだ申請がお済

みでない方は、この機会にぜひご検討ください。

いただけます。ご自身単身での引越しの他、ご自

身と同一世帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越

しでも利用可能です。

※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後

は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手

続きが必要です。

　なお、マイナポイントの申込には付与対象とな

るキャッシュレス決済サービスのご用意が必要と

なります。詳しくは下記担当までお問い合わせく

ださい。

マイナンバーカード普及促進事業について

■郵便局での指定ごみ袋販売取り扱い終了について
令和５年３月３１日をもって碧水郵便局、和郵便局での指定ごみ袋の取り扱いを終了いたします。

ご利用の方には大変ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解いただけますようお願い申し上げます。

　なお、指定ごみ袋のお買い求めは下記の販売店をご利用ください。

【販売取扱店】：北竜振興公社ココワ、セイコーマートへきすい店、有馬商店、小松酒店、二上金物店、
　　　　　　　ひらたくすり店

【問い合わせ先：役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１】
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今
月
の
行
政
相
談

※新型コロナウイルスの影響により、変更となる場合があります。

北竜町地域子育て支援センター ℡３４ー８８０２

ちびっこひろば
○日時　2月15日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園園庭

　内容　元気に雪あそび

○日時　2月22日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

○日時　2月28日（火）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　ミニミニサーキッド

ピカピカキッズ
○日時　2月24日(金）10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　食事の量の目安

（ ）対象：
１歳児～

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
２
・
３
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
２
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
２
月
15
日（
水
）

■
３
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
３
月
15
日（
水
）

申
し
込
み
先

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

２
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

保
護
司
さ
ん
が

    

　
　
代
わ
り
ま
し
た

　

本
町
の
保
護
司
と
し
て
ご
尽
力

頂
い
た
三
谷
町
内
会
、
後
藤
司
さ

ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

碧
水
町
内
会
北
清
二
三
枝
さ
ん
が
、

保
護
司
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
に
走
っ
た
人
達
の
立
ち
直

り
の
援
助
や
、
地
域
住
民
か
ら
の

犯
罪
や
非
行
の
予
防
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
・
指
導

を
行
う
等
、
更
正
保
護
行
政
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
保
護
司
は
次
の

方
々
で
す
。

　

■ 

前
田 

規
文 　

氏

　

■ 

奥
田 

和
寛 　

氏

　

■ 

竹
林 

義
晃 　

氏

　

■ 

北
清 

二
三
枝 

氏

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/5
 （日）

深川市立病院
(担当医・ 津田こどもクリ
ニック 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

小西歯科医院
℡ 0124-23-0102

2/11
 （土）

深川市立病院
(担当医・ 納内診療所
 所長 己斐幹生）

℡ 22-1101

塚本歯科医院
℡ 0125-23-2508

2/12
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

伊東歯科医院
℡ 23-5501

2/19
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

2/23
 （木）

深川第一病院
℡ 23-3511

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3516

2/26
 （日）

深川市立病院
(担当医・代田剛）

℡ 22-1101

押尾歯科医院
℡ 0125-52-2811

3/5
 （日）

深川市立病院
(担当医・ 津田こどもクリ
ニック 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

はぎわら歯科クリニック
℡ 0124-22-5858

休 日 当 番 医

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

民
生
委
員
児
童
委
員

　

高
橋
委
員
・
中
村
委
員

人
権
擁
護
委
員

　

瀨
戸
委
員
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戸
建
て
木
造
住
宅
を

無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す

　

戸
建
て
木
造
住
宅
を
対
象
と
し

た
無
料
耐
震
診
断
窓
口
を
各
（
総

合
）
振
興
局
に
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
申
込
書
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
窓
口
あ
て
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
住
宅
】

●
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面
積

５
０
０
㎡
以
下
の
戸
建
て
木
造
住

宅●
申
込
者
が
当
該
戸
建
て
住
宅
の

所
有
者
又
は
居
住
者
で
あ
る
こ
と

●
建
築
年
次
は
問
い
ま
せ
ん

【
診
断
方
法
】

●
対
象
住
宅
の
図
面
（
寸
法
の
わ

か
る
平
面
図
、
仕
上
げ
表
な
ど
）

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

●
現
地
調
査
は
行
い
ま
せ
ん

窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課

℡
０
１
２
６
・
２
０
・
０
０
６
７

　

政
府
で
は
毎
年
２
月
１
日
～
３

月
18
日
の
期
間
を
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
月
間
と
し
て
お
り
、
道

警
察
で
も
広
報
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
次
の
対

策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
自
分
自

身
で
し
っ
か
り
管
理
す
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ

Ｓ
）
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は

常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
等
の

添
付
フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か

な
い
。

・
不
必
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
の
置

け
な
い
サ
イ
ト
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

・
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

タ
を
保
存
す
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買

い
物
で
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
物

か
ど
う
か
よ
く
確
認
す
る
。

　

複
数
の
対
策
を
併
用
し
、
危
機

意
識
を
持
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
普
及
啓
発
強
化

住
宅
防
火
・

命
を
守
る
４
つ
の
習
慣

我
が
弱
さ
知
り
て
数
え
る
百
八
つ 

　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

文
面
に
友
の
顔
浮
く
年
賀
か
な   

　
　
　
　
　
山
本
玲
子

節
料
理
よ
め
と
娘
の
持
ち
よ
り
で 

　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

仏
間
に
は
母
の
想
い
や
雪
静
寂   

　
　
　
　
　
山
下
好
晴

耳
鳴
り
は
風
の
呟
き
冬
の
夜
半
　 

　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

大
野
原
君
が
主
役
さ
う
さ
ぎ
跳
ね
　 

　
　
　
　
中
島
雅
子

か
け
が
え
の
な
き
友
が
居
て
冬
ぬ
く
し
　
　
　 

宮
脇
美
和
子

園
児
ら
が
並
べ
大
小
雪
の
玉
　
　  

　 

　
　
　
佐
藤
美
智
子

まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　７８９世帯(－５)
 人口 １, ６７４人(－６)
　男　　　７９９人(－２)
　女　　　８７５人(－４)

(外国人含)

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

碧　

水　

岡
本 

喜
美
子   

氏

　
　
　
　
　
　

 

79
歳（
12
月
17
日
）

碧　

水　

橋
本 　

キ
イ   

氏

  　
　
　
　
　

 

98
歳（
12
月
24
日
）

板　

谷　

大
田
原 

久
利   

氏

  　
　
　

 　

  

96
歳（
12
月
29
日
）

和
本
町　

柴
山　

 

晴
一   

氏

  　
　
　

 　

  

99
歳（
１
月
４
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

碧　

水　

白
岡 

直
樹   

様

　

  

碧　

水　

江
田 

整
一   

様

　

  

桜　

岡　

山
本 

由
紀
子 

様

　

  

和
本
町　

柴
山 

ヨ
シ   

様

　

  

板　

谷　

大
田
原 

繁
喜 

様

寄
付

  

永
楽
園
へ

    

碧　

水　

江
田 

整
一   

様

　
　

碧　

水　

鈴
木 

節
也   

様

　
　

板　

谷　

大
田
原 

繁
喜 

様
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◆自己負担限度額表

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担

額の合計が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険か

ら支給されます。なお、手続きには市区町村窓口への申請が必要となります。

○ 後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○ 支給額が５００円以下の場合は支給されません。

※１　現世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、

　　　その受給額が８０万円以下。給与所得がある場合、その金額から１０万円を控除。）、

　　　または老齢福祉年金を受給している方

【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】

■高額介護合算療養費について

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 現 役 並 み 所 得 者（※１）

【課税所得６９０万円以上】２１２万円

【課税所得３８０万円以上】１４１万円

【課税所得１４５万円以上】　　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割

一般

住民税
非課税世帯

区分II（※１） ３１万円

区分I（※２） １９万円

申請される方は、北竜町役場　住民課　国保医療係までお申し出ください。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  高額介護合算療養費について　～

北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数
交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

脱衣場
荒らし

暴行 その他 合計

2022年 ０ １ ０ １ ２ ４

2021年 ０ ０ １ １ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2022年 ３ 2022年 41

2021年 ３ 2021年 54

【問い合わせ先】

　　●北海道後期高齢者医療広域連合
　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
　　　℡０１１‐２９０‐５６０１

　　●北竜町役場住民課国保医療係　℡３４－２１１１
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口座振替の申し込みはお早めに
４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

■ 団地名　　　桜岡団地Ｃ棟

■ 所在地　　　北竜町字和３２番地２

■ 構造　　　　鉄筋コンクリート２階建

■ 募集戸数　　２戸

■ 住宅面積　　７０．７㎡（約２１．３坪）

　　　　　　　 ～３ＬＤＫ

■ 月額家賃　　２４，０００円～

　　　　　　　 （所得により変わります）

■ 敷金　　　　家賃の３ヵ月分

■ 入居資格　　①現に住宅に困窮している者

　　　　　　　 ②原則として同居親族があること

　　　　　　　　（年齢要件はありません）

　　　　　　　 ③政令で定める収入基準の者

■ 受付期間　　令和５年２月２０日（月）まで

■ 申込場所　　役場建設課建築住宅係

■ 入居可能日　４月上旬

■ 住宅設備　　灯油給湯ボイラー設置済み、ＦＦストーブ持ち込み、ガスコンロ持ち込み

桜岡団地公営住宅Ｃ棟

※不明な点や詳しいことは役場建設課建築住宅係まで

　お問い合わせ下さい。　（℡：３４－２１１１）
入居者募集
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令和４年分　確定申告

　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンから、所得税・消費税・贈与税の申告書

を作成し、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）又は印刷して郵送で提出することができますので、新型コロ

ナウイルス感染防止の観点から、是非、ご自宅での申告書の作成・提出をお願いします。

　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒０７８－８５０７）を必ず記載し、

「札幌国税局業務センター旭川分室」宛に送付してください（住所の記載は不要です）。

　申告書には、申告者ご本人や扶養親族の方などのマイナンバーの記載と申告者本人の本人確認

書類の提示又は写しの添付が必要です（控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確

認書類は不要です）。詳しくは、国税庁ホームぺージもしくは深川税務署（℡２３－２１９１）へ

お尋ねください。深川税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は、申告相談及び申告書の受付は

行っておりませんので、ご注意ください。

ｅ-Ｔａｘ（電子申告）については、次の２つの方式が利用できます。

①マイナンバーカード方式

　マイナンバーカードと「マイナポータルアプリ」をダウンロードしたマイナンバーカード読取

対応のスマートフォンを利用して、ｅ-Ｔａｘで申告書のデータが送信できます。

　令和４年分確定申告からは、新たに医療費通知情報（１年分）、公的年金等の源泉徴収票及び国

民年金保険料控除証明書もマイナポータル連携の対象となりました。自動入力の対象範囲は、今

後も順次拡大予定です。

　なお、２月２０日（月）から２２日（水）までの期間で、まだマイナンバーカードをお持ちで

ない方のために、深川税務署にマイナンバーカードの出張申請コーナーが設置される予定です。

②ＩＤ・パスワード方式

　①以外にも、本人確認に基づき、事前に税務署で職員との対面により手続きを行った際の「ＩＤ・

パスワード方式の届出完了通知」に記載されたｅ-Ｔａｘ用のＩＤ・パスワードを使用して、国税

庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」からｅ-Ｔａｘで申告書のデータが送信できます。

　深川税務署の確定申告会場へ入場する際には、会場内の混雑緩和のため、入場できる時間枠（午

前９時から午後４時まで）が指定された「入場整理券」が必要です。

　入場整理券につきましては、深川税務署内に設置の申告会場で当日発行するほか、通信アプリ

『ＬＩＮＥ』を使用して、国税庁の公式ＬＩＮＥアカウントを「友だち追加」した上で、オンライ

ンによる事前発行も可能です。

　なお、入場整理券の発行状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。また、電話

や窓口などで入場整理券の事前発行を行っておりませんので、ご注意ください。

　深川税務署の確定申告会場へ入場する際には、検温を実施するほか、マスクの常時着用、手指

の消毒をお願いします。

入場整理券の当日の配付状況につきましては、２月１６日（木）から、国税庁ホームページ「確

定申告特集（本番編）」にて掲載を予定しております。

■確定申告会場における入場整理券方式について

■ご自宅からスマホで申告書の提出ができます！

所得税及び復興特別所得税、贈与税　　３月１５日（水）まで
消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ３月３１日（金）まで

〈 受付期限 〉

【問い合わせ先】　深川税務署　℡２３－２１９１

令和４年分の所得税の確定申告の受付が２月１６日（木）から始まります。
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高齢者虐待を防ぎましょう

（担当：社会福祉士 大井 敬太）

～地域包括支援センターからのお知らせ～

【 第２７回 】

自分らしく安心して暮らし続けることができるように、
高齢者虐待を防ぎましょう。

■無意識に虐待していることも

■連絡・相談先

●平成１８年４月１日に「高齢者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援に関する

法律」が施行されました。その法律で、「養護者」とは、「高齢者（65 歳以上）を現に養護す

る者であって養介護施設従事者等以外のもの」とされており、高齢者の世話をしている家族、

親族、同居人等が該当します。

　虐待をしている養護者には、認知症や介護に対する理解がなかったり、経済的に余裕がない、

時間がない、相談する人がいないなどの背景や要因があったり、高齢者のため良かれと思って

やっていることが虐待になってしまうなど、自覚がない場合も多くあります。

　虐待を見かけたらまず身近な機関に連絡し相談しましょう。虐待の要因はさまざまです。家

庭においては、家族の歴史や人間関係といった事情があります。虐待をしている介護者が悪い

と一方的に決めつけず、問題の解決は、専門家に相談しましょう（※虐待の相談内容や通報者

の秘密は守られます）。

● 北竜町地域包括支援センター　　　　　　　　℡：３４－２７２７
● 北海道高齢者虐待防止・相談支援センター　　℡：０１１－２８１－０９２８

「高齢者の一人ひとりが、住み慣れた地域で尊厳を持って暮らす」その権利を侵害してしまう「高

齢者虐待」が問題となっています。

【高齢者虐待とは養護者が養護する高齢者に対して行う以下の行為です】

■高齢者虐待について知ろう

◆介護・世話の放棄・放任(ネグレクト)

○食事や水分を与えない

○おむつの交換をしない

○病気の兆候があるにもかかわらず

　診察を受けさせない　など

◆経済的虐待

○日常生活に必要な金銭を

　渡さない・使わせない

○本人の自宅等を本人に無断で売却する 

○年金や預貯金を本人の意思・利益に

　反して使用する　など

◆身体的虐待

○平手打ちをする　○つねる　○殴る

○無理矢理食事を口に入れる　など

◆心理的虐待

○怒鳴る　○悪口を言う

○高齢者が話しかけているのに

　意図的に無視する　など

◆性的虐待

○排泄の失敗等に対して

　懲罰的に下半身を裸にして放置する 

○性的な行為を強要する　など

● にこにこベビーズ

● 男の料理教室

● ヘルシー講室

● 認知症物忘れ相談

● 健康相談

 ８日（水） 10:00～12:00　すこやかセンター

 10日（金）10:30～12:00　公民館調理室

 13日（月）10:00～11:30　すこやかセンター

 20日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 27日（月）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

２月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２９４

北竜町立診療所

休診日のお知らせ

うつるんです
　

新
年
早
々
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
の
第
八
波
は
北

竜
町
で
も
未
曽
有
の
患
者
増
大
で

診
療
所
で
は
連
日
の
陽
性
患
者
さ

ん
対
応
で
し
た
。

や
は
り
そ
の
感
染
力
の
強
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
家
族
内
感
染
は
あ
っ

て
当
た
り
前
で
し
た
。

ま
た
無
症
状
感
染
者
さ
ん
の
存
在

も
推
察
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
の
特
徴
は
承
知

し
て
い
た
の
で
お
正
月
は
お
と
な

し
く
初
詣
も
買
い
物
も
控
え
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
毎
日
感
染
患
者
さ
ん
と

接
し
て
い
た
ら
貰
う
事
も
あ
る
で

し
ょ
う
ね
。

　

三
連
休
最
後
の
夜
に
異
常
に
暑

く
て
汗
を
か
い
た
事
、
朝
起
き
た

時
に
熱
っ
ぽ
く
て
喉
が
イ
ガ
イ
ガ

し
て
い
た
事
が
始
ま
り
の
よ
う
で

し
た
。
自
宅
で
行
っ
た
市
販
の
検

査
キ
ッ
ト
で
は
陰
性
で
し
た
。

「
な
ん
だ
乾
燥
性
の
喉
頭
炎
か
」

と
安
心
し
ま
し
た
が
、
念
の
た
め

職
場
で
実
施
す
る
と
陽
性
で
し
た
。

即
座
に
各
所
に
連
絡
を
し
て
自
宅

隔
離
と
し
ま
し
た
。

さ
て
帰
宅
し
た
も
の
の
、
大
し
た

症
状
も
な
く
「
え
？
こ
の
ま
ま
８

日
間
（
初
発
日
を
０
日
と
考
え
る

た
め
）
監
禁
状
態
？
」
と
不
安
と

不
謹
慎
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
に
撮
り
貯
め
て
い
た

録
画
を
の
ん
び
り
観
た
り
家
の
周

り
の
除
雪
を
の
ん
び
り
し
た
り
、

長
年
手
を
つ
け
て
い
な
い
家
の
中

の
整
理
を
し
た
り
、
な
ど
と
本
当

に
不
謹
慎
な
事
を
想
像
し
て
ニ
ヤ

ッ
と
微
笑
み
ま
し
た
。

　

神
様
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
不
届
き
者
を
決
し
て
見
逃

す
こ
と
は
無
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
の
日
の
午
後
か
ら
体
が
だ
ん

だ
ん
熱
く
な
り
目
が
乾
い
て
目
の

奥
が
痛
く
な
り
連
続
す
る
咳
も
出

て
き
ま
し
た
。
だ
る
さ
も
出
て
き

て
と
て
も
起
き
て
い
ら
れ
る
状
態

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
が
経
験
し
た
コ
ロ
ナ
患
者
さ

ん
は
全
く
無
症
状
の
人
か
ら
熱
や

咳
、
倦
怠
感
に
悩
ま
さ
れ
た
人
な

ど
多
様
で
し
た
。
一
番
多
か
っ
た

パ
タ
ー
ン
は
１
日
か
２
日
で
発
熱

は
治
ま
り
後
遺
症
も
な
い
方
々
で

し
た
。
僕
も
す
ぐ
に
治
ま
る
か

な
？
と
予
想
し
た
の
で
す
が
神
様

の
判
定
は
意
外
に
厳
し
く
５
日
程

熱
も
咳
も
喉
イ
ガ
イ
ガ
も
続
き
フ

ラ
フ
ラ
で
し
た
。

　

味
覚
や
嗅
覚
の
障
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
病
状
も
大
変
だ
っ

た
の
で
す
が
同
じ
よ
う
に
大
変
だ

っ
た
の
が
栄
養
補
給
で
す
。

　

職
場
で
発
熱
患
者
さ
ん
に
い
つ

も
言
っ
て
い
た
こ
と
が
「
し
っ
か

り
食
べ
な
さ
い
」
で
し
た
。
食
欲

低
下
に
対
し
「
そ
ん
な
も
ん
に
負

け
る
な
。
病
気
野
郎
の
好
き
勝
手

を
許
す
ん
じ
ゃ
ね
え
」
と
ほ
ざ
い

て
い
ま
し
た
の
で
僕
も
頑
張
っ
て

お
茶
漬
け
や
ら
う
ど
ん
を
必
死
で

流
し
込
み
ま
し
た
。
で
も
自
宅
隔

離
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

買
い
置
き
が
ほ
ど
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム

の
要
素
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

単
身
生
活
者
の
落
と
し
穴
で
す
。

で
す
が
こ
こ
で
家
人
が
心
配
し
て

色
々
買
っ
て
差
し
入
れ
し
て
く
れ

ま
し
た
。
冷
凍
食
品
と
サ
ト
ウ
の

ご
飯
と
奥
様
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
以
前
は
三
食
宿
付

き
の
隔
離
で
し
た
も
ん
ね
。

　

レ
ト
ル
ト
で
も
冷
凍
食
品
で
も

多
種
多
様
な
保
存
食
を
備
え
て
お

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

種
類
少
な
い
と
飽
き
ま
す
。

　２月８日(水)、３月１日(水)は午後１時３０分より浦本先生が
深川市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診とな
ります。午前中は診察を行っています。
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北竜町教育委員会

※新型コロナウイルスの影響により掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

図書館から新刊のお知らせ
「川のほとりに立つ者は」 … 双葉社

「すごいゴミのはなし … Ｇａｋｋｅｎ

「汝、星のごとく」 … 講談社

他、多数の新刊が入りました。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

９日（木）ひまわり大学2月講座
公民館
大ホール

10:00～

12日（日）
北竜町
女性バレーボール大会

改善センター
体育館

 9:00～

17日（金）英会話教室 講堂 18:00～

19日（日）読み聞かせ教室 図書館 10:00～

22日（水）
英会話教室 講堂 18:00～

24日（金）

25日（土）
子ども高齢者のふれあい
事業（雪遊び／閉講式）

公民館
大ホール

 9:30～

26日（日）親子deクッキング
公民館
調理室

10:00～

２月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月 6・13・20・27日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

ひまわり大学１２月講座を開催

　１２月８日に「ひまわり大学」１２月講座を公民

館大ホールにて開催しました。

　今回の講座は、家族歴史研究家の岸本良信氏を講

師としてお招きし、「ファミリーヒストリーの調べ方」

と題し、講演をしていただきました。家系図を調べ

る仕事中に実際にあった事例や、家系図の作り方を

中心に話をしていただき、熱心にメモを取る学生の

姿が多く見られました。

トレーニング指導事業に参加しませんか

　２月２１日に改善センタートレーニングルームに

おいて、第４回トレーニング指導事業を行います。

これまでトレーニングマシンの利用経験がない方で

も、使い方を学ぶ事ができ、また個人の目標や能力

に合わせた自分だけの運動メニューづくりのお手伝

いを致します。

　詳しくは、全戸配布のチラシをご参照いただき、

新規申込の方は、社会体育係までご連絡ください。

令和４年度
北空知シニアリーダー研修会を開催

　１２月２６日～２７日の１泊２日の日程で、ネイ

パル深川において、北空知の１市４町と雨竜町の中

学生を対象に「令和４年度北空知シニアリーダー研

修会」を開催しました。

　今回、北竜中学校からは１名の生徒が参加し、他

市町の生徒と様々なプログラムを通して交流を深め

ました。３月には、中学生がリーダーとして小学生

を指導するステップアップ研修会もあるので、沢山

の中学生、小学生の参加をお待ちしております。
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１．開催日時・場所

２．注意事項

３．問い合わせ先

　北竜町では、学校施設や公民館、役場庁舎など町中心部における公共施設の集約・再編など施設整

備の方針や施設の配置などについて定める「北竜町公共施設再配置計画」を策定することとしています。

　この計画について、住民検討委員会における検討の内容も踏まえて、町民の皆さんにより広くご理

解いただくため、住民説明会を開催いたします。

役場総務課財政係　℡：３４－２１１１

　なお、２月１日（水）から２月２８日（火）まで、北竜町ホームページ（ht t p : / /www . t own .

hokuryu .hokka ido . jp/news/news-deta i l .php? id=443）において、計画案を公表し、広く町民皆

さまのご意見を募集するパブリックコメントを実施していますので、併せてお知らせいたします。

『北竜町公共施設再配置計画』に関する
住民説明会の開催について

開 催 日 時　間 場　所

２月８日（水） １８時３０分 碧水生きがいセンター

２月10日（金） １８時３０分 公民館

・参加される方は、会場での新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、

　マスクの着用、手指の消毒のご協力をお願いします。

・また、説明会当日、体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

■北竜町公共施設再配置計画に基づく学校等複合施設のイメージ

■北竜町公共施設再配置計画に基づく新庁舎（すこやかセンター増築）のイメージ


